
「戦争立法」、消費税増税、原発再稼働、沖縄新基地

　福島では、いまでも 12 万人もの人々が避難生活を
送っています。人類は原発と共存できません。いま、
安倍政権は原発周辺30キロ圏の自治体に避難計画を義
務付けていますが、「再稼働」の賛否は蚊帳の外です。こ
んな住民無視を許さず、「原発ゼロ」をめざします。

　県知事選、総選挙…。沖縄県民は「新
基地ノー」を表明し続けています。とこ
ろが安倍政権は「聞く耳」をもたず、基
地建設を強行しています。民主主義の
国ではありえない暴挙です。普天間基
地撤去は沖縄の民意で解決すべきです。

　市議会から、平和の問題、市民のくらしや中小企業
の利益を守る問題で国や市に意見などを言えなくて、
どう市民生活を守るのでしょうか？日本共産党は、
いつでも、「市民の利益第一」を貫いて活動しています。

　消費税10％は中止。富裕層・大企業優遇をやめ、
税金は「能力に応じた負担」で。大企業の内部留保（一
部）を活用し、国民の所得を増やして税収増を…
消費税に頼らなくても、社会保障の財源は十分ま
かなえます。
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争
立
法
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走
る
安
倍
首
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公
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会
保
障
は
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消費税増税と社会保障
増税は即刻中止を－日本共産党

原発再稼働
原発ゼロの日本へ　日本共産党

沖縄新基地建設
沖縄の民意で解決　日本共産党

「戦争立法」

　
今
年
度
政
府
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
政
府
が
過
去
最
大
規
模
の
削
減
を
狙
う
介
護
報
酬
。

「
特
養
ホ
ー
ム
が
赤
字
に
な
る
」と
、
市
内
の
現
場
か

ら
も
悲
鳴
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

不
足
し
て
い
る
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
で
き
る

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は「
人
手
不
足

に
拍
車
を
か
け
、『
介
護
難
民
』を
激
増
さ
せ
る
削
減

は
中
止
す
べ
き
」と
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

　
福
祉
を
切
り
捨
て
る
一
方
で
、
空
前
の
大
も
う
け

を
し
て
い
る
大
企
業
に
は
、
2
年
で
1
・
6
兆
円
も

の
減
税
で
す
。
こ
う
し
た
お
金
は
、
社
会
保
障
に
使

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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戦
争
が
終
わ
っ
て
今
年
は
70
年
目
の
節
目
の
年
。
こ
の
節
目
の
年
に
、

戦
争
か
平
和
か
、
い
ま
、
日
本
の
進
路
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
安
倍
首
相
と
自
民
党
は
、
公
明
党
の「
協
力
」で
、
日
本
を「
海
外
で

戦
争
で
き
る
国
」に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ど
ん
な
戦
争
で
も
武
力
行
使
を
可
能
と
す
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の「
閣
議
決
定
」を
具
体
化
す
る
法
案
を
、
5
月
に
も
、
国

会
に
提
出
し
、「
戦
争
立
法
」を
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
憲
法
9
条
を
破
壊
す
る
、
こ
の
企
て
を

許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
県
議
選
に

続
い
て
、こ
の
川
口
か
ら
、「
戦
争
立
法
」ノ
ー

の
声
を
届
け
、
憲
法
9
条
を
守
り
ぬ
き
ま

し
ょ
う
。

市長提案の議案と
   市民からの提出の請願

消費税（8％）の公共料金転嫁
の条例（2014年 3月議会）
国保税・介護保険料値上げ
（2015年 3月議会）

請願：集団的自衛権の行使容認に
反対する（2014年6月議会）
請願：原発再稼動に反対する
（2014年6月議会）
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あ
な
た
の
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持
を
、暴
走
政
治
と
対
決
し

平
和
と
い
の
ち
・
く
ら
し
を
守
る

安倍暴走政治ストップ！「戦争立法」、消費税増税、原発再稼働、沖縄新基地

安倍暴走政治ストップ！

財源はあります

市民の願いにこたえる党
は、

川口市議会でもハッキリ
市民の願いにこたえる党

は、

川口市議会でもハッキリ

戦後70年
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賛成
18.2%

反対
76.1%

賛成
18.2%

反対
76.1%

どちらでもない
5.7%

辺野古の新基地建設

共産党
の提案

権。こ
産党が

　「戦争立法」、消費税増税、原発再稼働、沖縄新基地と、暴走を続ける安倍政権。こ
うした政治に怒りが広がっています。国民、市民の声で政治をすすめる日本共産党が
伸びてこそ、政治は変えられます。
　県議選で示されたみなさんの怒りの思いを、市議選でも、日本共産党にお寄せください。



金
子
ゆ
き
ひ
ろ

日
本
共
産
党
川
口
市
議
会
議
員

市民と力をあわせ、子ども医療費の無料
制度を中学校卒業まで拡大。小中学校の
教室にエアコン設置を実現しました。

みなさんと力をあわせて実現

金子ゆきひろ事務所＝坂下町3丁目32番21号

何にでも自由に使える川口市の貯金（財政
調整基金）は、142億9871万円あります。

（平成25年度の決算額）

すぐ使える市の財源はあります

市民のいのちを
大切にする川口を

　
私
、
金
子
ゆ
き
ひ
ろ
は
、
安
倍
政
権
の
暴

走
を
許
し
ま
せ
ん
。
鳩
ヶ
谷
の
声
、
市
民
の

願
い
実
現
を
川
口
市
政
に
届
け
、
く
ら
し
最

優
先
の
市
政
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
、

住
み
よ
い
鳩
ヶ
谷
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
。

●「
戦
争
立
法
」ス
ト
ッ
プ
、
憲
法
9
条
を
全
力
で
守
り
ま
す
。

●
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
。

●「
原
発
ゼ
ロ
」へ
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

●
国
保
、
介
護
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
特
養
ホ
ー
ム
、
認
可
保
育
所
増
設
に
全
力
。

●
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
を
18
歳
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

●
家
庭
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
に
全
力
。

●
中
小
企
業
の
振
興
へ
、
公
契
約
条
例
の
制
定
、
住
宅
・
商
店

　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
充
実
・
創
設
な
ど
を
提
案
し
ま
す
。

●
鳩
ヶ
谷
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
。

●
略
歴
●　
市
議
（
１
期
）、
鳩
ヶ

谷
市
議
２
期
、
２
０
１
１
年
川
口
市

議
増
員
選
挙
で
当
選
、
埼
玉
土
建
労

組
で
６
年
間
働
く
。
党
県
委
員
・
地

区
常
任
委
員
。
日
本
大
学
卒
。
家
族

は
妻
・
１
男
、
里
在
住
。
38
歳
。

 【活動地域】里、辻、南鳩ヶ谷、八幡木、三ツ和、坂下町、鳩ヶ

谷本町、桜町、前田、鳩ヶ谷緑町（鳩ヶ谷全域）

　将来に対する国民の不安が大きく広がっ
ています。「戦争立法」、増税、原発再稼動
や沖縄新基地問題など暴走政治が原因で
す。村岡県議、市議団のみなさんと連携し
て、川口からくらしの声を国会に届けます。

　みなさんの声を実感しました。何としても政
治の暴走をくい止めるために全力で働きます。
　川口から中小企業、働く人々の努力が報われ
るよう提案し、行動します。市議団のみなさん
とも力をあわせて期待に応えます。

日本共産党へのご支援に心から感謝いたします

おくだ智子 村岡まさつぐ

国・県・市の連携で市民の願い実現に全力
埼玉県議会議員参議院比例代表予定候補

鳩
ヶ
谷
の
声
を
川
口
市
政
に

住
み
よ
い
川
口
へ

埼玉で2議席から5議席に躍進（4月12日）
共産党 村岡氏はトップ当選


